
　NASUMACHI　議会だより　３

前号に続き意見交換会をレポート

地域と町をつなぐ自治会長。問題解決のため議会との連携。

●小地域福祉活動の集まりに議員も参加して、課
　題を共有してほしい。
●シニアクラブのリーダー不足が悩みだ。
●湯本温泉街の活性化に力を入れてほしい。
●那須開拓道路（矢板西郷線）の整備を本格的にし
　てほしい。
●レストラン蒸氣汽関車付近は児童の通学路にな
　っているが、歩道がなく危険。
●自主防災組織をどのように立ちあげていいのか
　わからない。相談する先がない。
●道の駅東山道伊王野の農産物出品者が少なくなっている。
　後継者不足問題に議会も取組んでほしい。
●元から住んでいる人と移住者に隔たりがあること、自治
　会員の減少対策と今後のあり方が課題。
●人口減少対策について、工業団地など企業誘致を進める
　必要がある。学校跡地の活用もある。

　自治会長には地域住民からさまざまな問題について相談が寄せられる。なかには自治会長
個人では解決できないような難しい課題もあり、大変な苦労をなされていることがわかった｡
　今回の意見交換会においても、子どものことから高齢者のこと、道路や公共交通、防災な
どさまざまな視点からの意見をいただいた。
　問題解決のため、議会と自治会長との連携が今後の重要な課題である。

開かれた議会を目指して

しました

意　見

4 つの会場で自治会長等と意見交換会を
行いました。
◆伊王野基幹集落センター　　10月 17日
◆千振公民館　　　　　　　　10月 18日
◆高原公民館　　　　　　　　10月 19日
◆町文化センター　　　　　　10月 21日

※１…サロン活動や見守り活動など、身近な地域で
　　　住民が主体となる福祉活動

※１

道の駅東山道伊王野　物産センター

レストラン蒸氣汽関車付近の通学路

多くのご意見の中から一部を紹介いたします

今後も引き続き
議会報告会を開催していただく

ことを希望します。
那須町自治会連合会長  
 　 鈴木友実さん


